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要旨：重金属等を含む建設発生残土などを対象として，吸着

や不溶化処理した土壌は，その処理後に特に pH の変化に

強く影響を受け，特定有害物質が再溶出してくる可能性が

ある。しかし，土壌と水，資材と水との反応をそれぞれ切り

分けて考えることは難しいため，現在は土壌と資材が混合

された後に pH を変化させても問題ないという評価方法し

か存在しない。常に地下水が出入りする実際の現場では，資

材そのものが効果を発揮できる期間が理論的にどのくらい

かを評価する必要がある。本研究ではドロマイト系資材を

対象とし，資材の寿命試算をする場合に，地球化学コード 
PHREEQCを用いた簡易的な評価法の適用可能性について

検討した。試験に用いた人工資材は，カルシウム(Ca)とマグ

ネシウム(Mg)を主成分とする半焼成ドロマイトである。pH
調整試験，PHREEQC の計算結果から，Mg の溶出挙動は

特定の鉱物組み合わせで実験値と計算値とうまくフィッテ

ィングすることができた。Ca に対しては実験値に完全には

フィッティングすることはできなかったが，pH 変化にとも

なう濃度変化に対しては，実験値と計算値とがおおむね一

致する傾向が認められた。特定の鉱物を組み合わせること

で，溶液すなわち地下水中での資材の挙動を知ることがで

きる可能性が示唆された。今後は，本計算結果を踏まえ，具

体的に施工方法の違いや粒径の違いなどによって変化する

地下水中に溶出する化学主成分の濃度変化等を室内試験に

よって明らかにする予定である。 

表 1 PHREEQC による計算ケース 

 

 

 

 
 

 

図 1 pH 調整試験結果および計算結果(Mg:マグネシウム) 

 

図 2  pH 調整試験結果および計算結果(Ca:カルシウム) 
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